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会
長
職
を
中
川
先
生
か
ら
引
き
継
ぎ
ま
し
た
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

本
会
は
中
川
先
生
が
創
設
さ
れ
、
現
在
ま
で
三
十
七
年

間
に
わ
た
り
代
表
・
会
長
と
し
て
本
会
の
発
展
と
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
〝
会
長

〟
を
交
代
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
滉
陽
会
」
で
は 

①
書
道
上
達
の
指
導
と 

②
会
の
運
営
、
企
画
、
渉
外
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
中
川
先
生
は
〝
師
範
〟
と
し
て

①
書
道
の
指
導
に
専
念
さ
れ
、
②
運
営
な
ど
は
当
職
他
の

執
行
役
員
が
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

昨
今
の
滉
陽
会
は
、
①
各
自
の
力
を
向
上
さ
せ
る
定
期

講
座
・
教
養
講
座
、
各
種
研
修
会
な
ど
と
、
②
創
作
作
品

の
発
表
の
場
で
あ
る
滉
陽
書
道
展
・
奏
楽
展
・
講
座
展
な

ど
と
、
③
公
募
展
で
あ
る
読
売
書
法
展
や
日
本
書
芸
院
展

な
ど
に
取
り
組
み
、
書
を
志
す
会
員
に
と
っ
て
必
要
な
環

境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

  

 

こ
の
環
境
を
活
用
し
、
ど
の
よ
う
に
自
分
の
実
力
の
向

上
に
結
び
付
け
る
か
は
、
会
員
各
位
の
志
に
対
す
る
姿
勢

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

書
の
評
価
に
は
作
品
の
「
品
格
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
品
格
」
を
得
る
た
め
に
は
「
品
質
」
即
ち
、
書
の
「
質
」

を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

滉
陽
会
は
滉
陽
会
員
や
教
室
会
員
の
書
の
「
質
」
の
向

上
に
支
援
を
惜
し
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

私
は
書
の
「
品
質
」
即
ち
、「
線
質
」「
字
形
」
を
向
上
さ

せ
る
に
は
ど
の
よ
う
な
「
法
則
」
が
あ
る
の
か
を
悩
ん
で

い
ま
す
。
良
い
作
品
に
は
一
定
の
「
品
質
」
と
「
魅
力
」
が

求
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
は
何
ら
か
の
「
法
則
」
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

会
員
各
位
に
於
か
れ
ま
し
て
は
公
募
展
に
於
け
る
目
先

の
当
落
に
拘
る
こ
と
な
く
、
古
典
に
お
け
る
「
法
則
」
の

解
析
や
現
代
書
壇
の
「
法
則
」
の
追
及
・
習
得
な
ど
を
続

け
自
分
の
書
の
「
質
」
の
向
上
に
研
鑽
さ
れ
る
年
と
し
て

頂
き
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。 

      

 

１
．
作
品
発
表
会
に
つ
い
て 

1-1
．
滉
陽
書
道
展
に
つ
い
て 

従
来
の
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
の
休
館
に
と
も
な
い
、

今
年
の
会
場
は
「
大
津
市
歴
史
博
物
館
」
へ
と
移
り
ま

す
。
会
場
の
変
更
を
「
滉
陽
会
の
飛
躍
」
と
捉
え
新
し
い

会
場
配
置
で
力
一
杯
の
作
品
を
発
表
す
る
こ
と
に
し
た

い
と
考
え
ま
す
。
こ
の
た
め
に
作
品
の
寸
法
や
表
装
に

つ
い
て
も
見
直
し
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。
好
評
を
得

て
い
ま
す
「
一
字
書
」「
全
臨
」
は
引
き
続
き
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
す
。 

 1-2
．
奏
楽
展
に
つ
い
て 

昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
大
型
作
品
展
は
今
年
も
、

五
月
に
開
催
し
ま
す
。
滉
陽
書
道
展
や
公
募
展
で
は
表

現
で
き
な
い
作
品
に
挑
戦
し
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。 

  

２
．
公
募
展
に
つ
い
て 

2-1
．
読
売
書
法
展
に
つ
い
て 

公
募
展
の
中
心
と
位
置
づ
け
今
年
度
も
積
極
的
に
取
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

2-2
．
日
本
書
芸
院
展
に
つ
い
て 

読
売
書
法
展
、
日
展
へ
向
け
て
の
力
を
養
成
す
る
場
と

位
置
づ
け
取
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

2-3
．
日
展
に
つ
い
て 

基
本
的
に
は
随
意
と
し
ま
す
が
、
日
本
書
壇
の
最
高
峰

の
書
展
で
あ
り
挑
戦
す
る
会
員
に
は
最
大
限
の
支
援
を

行
う
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

2-4
．
地
方
展
（
県
展
な
ど
）
に
つ
い
て 

滋
賀
県
は
滉
陽
会
の
活
動
の
拠
点
で
も
あ
り
、
こ
の
地

の
書
文
化
の
発
展
と
向
上
に
寄
与
す
る
為
に
も
県
展
、

市
展
等
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。 
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2-5
．
シ
ル
バ
ー
展
に
つ
い
て 

生
涯
学
習
の
一
環
と
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
、
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

2-6
．
勤
労
者
美
術
展
お
よ
び 

道
風
臨
書
展
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

出
品
を
希
望
す
る
会
員
に
は
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。 

 

2-7
．
滋
賀
読
売
競
書
大
会 

読
売
書
法
会
系
で
あ
る
「
滋
賀
書
作
家
協
会
」
が
主
催

す
る
行
事
で
あ
る
こ
と
、
滋
賀
県
下
に
お
け
る
活
動
を

広
げ
る
た
め
に
も
全
力
で
取
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。
ま
た
、
優
秀
な
作
品
は
身
近
な
大
津
歴
史
博
物
館

で
展
示
さ
れ
表
彰
さ
れ
る
こ
と
も
励
み
と
な
り
ま
す
。 

 

2-8
．
成
田
山
全
国
競
書
大
会 

重
点
を
「
滋
賀
読
売
競
書
大
会
」
へ
移
し
ま
す
が
、
出
品

を
希
望
す
る
教
室
に
は
支
援
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

2-9
．
全
日
本
小
学
生
・
中
学
生
書
道
紙
上
展 

教
室
単
位
で
取
り
組
み
、
出
品
は
任
意
と
し
ま
す
。 

  

３
．
講
座
部
に
つ
い
て 

3-1
．
定
期
講
座 

①
古
典
講
座
、
②
古
筆
講
座
、
③
調
和
体
講
座
は
継
続

し
ま
す
。 

会
員
の
増
加
に
伴
い
昨
年
新
設
し
た
、
④
ま
ほ
ろ
ば
講

座
（
臨
書
か
ら
創
作
ま
で
）
も
継
続
し
ま
す
。 

 

3-2
．
教
養
講
座 

書
道
を
志
す
人
の
一
般
教
養
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的

に
「
教
養
講
座
」
を
開
設
し
て
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
講
座
は
参
事
を
中
心
と
し
て
、
執
行
役
員
全
員
の
協

力
体
制
に
よ
っ
て
開
催
し
て
い
く
事
と
し
ま
す
。
従
来

の
〝
作
品
鑑
賞
会
（
観
る
創
作
勉
強
会
）
〟
や
〝
篆
刻
、

書
道
史
、
仮
名
条
幅
講
習
会
〟
も
含
む
こ
と
と
し
ま
す
。 

受
講
者
は
滉
陽
会
員
、
全
教
室
会
員
を
対
象
と
し
ま
す

の
で
講
座
内
容
の
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

  

４
．
講
習
会
開
催
に
つ
い
て 

4-1
．
玄
心
会
滋
賀
講
習
会
に
つ
い
て 

書
道
界
の
動
向
を
学
ぶ
こ
と
と
、
半
紙
課
題
を
含
め
初

級
者
か
ら
上
級
者
の
実
力
向
上
を
目
的
に
五
月
に
開
講

し
ま
す
。
読
売
書
法
展
や
昇
級
昇
段
試
験
の
直
前
で
も

あ
り
対
象
者
は
大
い
に
活
用
し
て
頂
き
た
い
。 

 

4-2
．
生
徒
部
八
段
位
講
習
会
に
つ
い
て 

昨
年
同
様
に
各
教
室
で
徹
底
指
導
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

尚
、
受
験
者
は
受
験
申
込
書
の
コ
ピ
ー
を
滉
陽
会
事
務

局
へ
届
け
出
て
下
さ
い
。 

  

５
．
研
修
活
動
に
つ
い
て 

会
員
相
互
の
親
睦
と
「
書
」
に
対
す
る
研
鑽
の
場
と
し

て
様
々
な
機
会
を
捉
え
実
現
し
て
い
く
事
と
し
ま
す
。 

  

６
．
広
報
活
動
に
つ
い
て 

機
関
紙
「
滉
陽
」
の
発
刊
に
つ
い
て 

会
員
に
対
す
る
①
行
事
情
報
の
伝
達
、
②
書
の
技
術
情

報
の
紹
介
、
③
書
に
対
す
る
意
識
や
関
心
を
喚
起
す
る

記
事
な
ど
を
中
心
に
構
成
し
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。 

 

以
上 

   

     

二
〇
一
七
年
一
月
十
六
日
（
月
）
十
時
か
ら
一
月
二
十

二
日
（
日
）
十
二
時
ま
で
、
守
山
市
駅
前
総
合
案
内
所
二

階 

市
民
交
流
フ
ロ
ア
に
て
、
古
典
・
古
筆
・
調
和
体
の
講

座
で
一
年
間
学
ん
だ
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。 

搬
入
は
、
一
月
十
六
日
の
午
前
九
時
半
か
ら
行
い
ま
し

た
。
撤
収
は
総
会
の
後
持
ち
帰
っ
て
も
ら
え
る
様
に
一
月

二
十
二
日
の
十
二
時
迄
と
し
ま
し
た
。 

作
品
の
点
数
は
古
典
が
半
切
十
四
点
、
調
和
体
が
半
切

三
点
と
額
五
点
、
古
筆
が
額
七
点
で
し
た
。
搬
入
に
は
担

当
の
方
以
外
に
も
沢
山
の
方
に
手
伝
っ
て
頂
き
早
く
展
示

が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                     

講
座
作
品
発
表
会 
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●：グループリーダー

役職・待遇 担当

会長・理事 　 安居 暢翰 総合管理
師範・理事 　 中川 翠玲 書道指導

理事 　 伊部 芳翠 経営企画
参事 　 山本 華泉 　古川 圭翠
参事 　 山本 青玲 　久田 萠玉
参事 　 井狩 遊雪 　下村 荘香

●木村 香雪 会計・グループ
●井狩 遊雪 　木村 静宵 総務・グループ
   引間 京華 　山田 翠陽 　（行事実施管理）（文書管理）
   若江 翠園 　（機関誌発送） 他
●改発 蒼風 　河野 翠風 広報・グループ
   伊部 芳翠 　織田 蒼雪 　（機関紙編集・発行）　他
   井狩 遊雪 　土田 純香 　（最終確認・印刷承認：伊部）
   野口 虹翠 　（発送先指定・保管：安居）

（西村 紅泉）
（山川 桐葉）

●富田 蒼月 ホームページ更新・グループ
　 中間 翠洸 　実行委員会 滉陽書道展
　 中間 翠洸 　実行委員会 奏楽展
●古川 圭翠 　宮﨑 恵舟 全国展・グループ
   下村 荘香 　河野 翠風 　（読売書法展）
   引間 京華 　土田 純香 　（日本書芸院展）　他

　木村 静宵 地方展・グループ
　野口 虹翠 　（県展）
　織田 蒼雪 　（シルバー書道滋賀展）　他
　井上 照華 《実行委員：木村香・宮崎》
（西村 春玲） 競書紙上展・グループ
（川田 幸洲） 　（滋賀読売競書大会）
（壺井 翠華） 　（成田山全国競書大会）
（小濵 翠鳳） 　（小中生読売紙上展）　他

定期講座

（星野 穂苑） 　　古典講座
（岩田 佳楓） 　　古筆講座
（川田 幸洲） 　　調和体講座

　　まほろば講座
●久田 萠玉 　古川 圭翠
 　山本 華泉 　下村 荘香
   山本 青玲 　井上 照華
 　井狩 遊雪

監事 　 古家 峰翰 評議員    寺井 妙香　

参与    属　　琴泉 評議員    古株 崇渓

参与 　 吉岡 淨香 評議員    蜂谷 煌翠
参与 　 大島 祥鶴 評議員    柴田 翠湖
参与 　 山本 翠舟 評議員    玉木 桂華

教養講座

公募展部長
副理事

木村 香雪

●若江 翠園

●宮﨑 恵舟

研究講座部長
副理事

富田 蒼月
（発表会を含む）

●山本 華泉

●日下部雅苑 研修見学・グループ

担当役員　（担当会員）

事務局局長
理事

中間 翠洸

作品展部長
副理事・堤 篁雲

教育・指導

書道研究・滉陽会 平成２９年度 役員・担当表
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◆ 

読
売
競
書
大
会
入
賞
者 

（ 

）
内
、
所
属
教
室
名
・
学
年 

・
団
体
賞
：
滉
陽
会
（
総
出
品
数
二
六
五
点
） 

・
読
売
大
賞
：
伊
藤
真
優
（
日
吉
・
小
六
） 

・
草
津
市
教
育
長
賞
：
壷
井
翠
華 

・
守
山
市
長
賞
：
宮
本
千
結
（
城
北
・
小
二
） 

・
金
賞
：
川
田
幸
洲
、
軸
原
伊
織
（
城
北
・
中
三
） 

宮
本
萌
生
（
城
北
・
中
一
） 

湯
口
晃
多
（
蒲
生
・
小
六
） 

狩
野
大
輔
（
文
英
学
院
・
小
四
） 

中
間
裕
仁
（
大
萱
・
小
四
） 

・
銀
賞
：
井
狩
遊
雪
、
中
間
翠
洸
、
吉
岡
浄
香 

乾 

碧
洋
（
む
べ
の
里
） 

井
上
恵
華
（
湖
城
・
大
二
） 

若
江
み
ず
き
（
守
山
駅
前
・
高
三
） 

島
崎
寿
映
（
湖
城
・
高
一
） 

玉
置
倭
子
（
守
山
駅
前
・
中
三
） 

山
本
彩
乃
（
久
野
部
・
中
二
） 

佐
伯
祥
子
（
守
山
駅
前
・
中
一
） 

平
井
太
喜
（
む
べ
の
里
・
小
五
） 

宮
本
結
生
（
城
北
・
小
五
） 

南
ゆ
ず
姫
（
久
野
部
・
小
四
） 

富
田
湊
大
（
蒲
生
・
小
四
） 

芦
田
ゆ
い
（
大
萱
・
小
三
） 

種
田
ゆ
ら
（
文
英
学
院
・
小
三
） 

加
藤
歩
夢
（
文
英
学
院
・
小
二
） 

式
部
あ
か
り
（
城
北
・
小
二
） 

 

右
記
の
入
賞
さ
れ
た
方
々
の
作
品
は
、
四
月
二
十
八
日

（
金
）
～
三
十
日
（
日
）
大
津
市
歴
史
博
物
館
に
て
展
示

さ
れ
ま
す
。
（
全
国
シ
ル
バ
ー
書
道
滋
賀
展
と
同
時
開
催
） 

 

 

◆ 

生
徒
部
八
段
位
昇
段
試
験
合
格
者 

（
平
成
二
十
八
年
十
一
月
実
施
） 

守
山
駅
前
教
室 

毛
筆 

 
 

中
三 

野
田
唯
花 

守
山
教
室 

 
 

硬
筆 

 
 

中
二 

長
谷
川
啓
秀 

能
登
川
教
室 

 

硬
筆 

  
 

中
三 

平
尾
か
な 

〃 
 
 
 
 
 

毛
筆 

 
 

中
三 

宝
田
珠
菜 

久
野
部
教
室 

 

毛
筆 

 
 

中
二 

山
本
彩
乃 

蒲
生
教
室 

 
 

硬
筆 

 
 

中
三 

湯
口
真
衣 

〃 
 
 
 
 
 

毛
・
硬
筆 

中
三 

亀
田
未
来
美 

〃 
 
 
 
 
 

毛
筆 
 
 

中
三 

藤
田
紗
帆 

〃 
 
 
 
 
 

毛
筆 

 
 

中
三 

梶
原
彩
香 

日
吉
教
室 

 
 

毛
筆 

 
 

中
三 

薗
田
彩
菜 

 

◎
合
格
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
今
回
お
二
人
の
作
文
課
題

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

「
わ
た
し
と
習
字
」 

守
山
駅
前
教
室 

中
三
年 

野
田
唯
花 

 
私
が
習
字
を
習
い
始
め
た
の
は
、
小
学
三
年
生
の
頃
で

す
。
七
年
間
習
っ
て
き
て
「
習
字
を
や
め
た
い
」
な
ど
思

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
い
つ
も
優
し
く
、

わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
る
先
生
た
ち
や
、
一
緒
に
書

い
て
い
る
友
達
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
級

や
段
が
上
が
っ
て
い
く
の
が
と
て
も
嬉
し
い
か
ら
で
す
。 

 

中
学
に
入
っ
て
か
ら
は
、
楷
書
以
外
に
も
色
々
な
書
き

方
が
あ
り
、
毎
月
の
課
題
も
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

毎
年
あ
る
滉
陽
書
道
展
で
は
、
新
し
く
練
習
し
て
き
た
行

書
を
一
年
生
と
二
年
生
の
時
に
書
き
、
今
年
の
三
年
生
で

は
、
初
め
て
隷
書
を
書
き
ま
し
た
。
隷
書
は
、
今
ま
で
練

習
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も
難

し
く
、
良
い
作
品
が
書
け
る
か
心
配
だ
っ
た
け
れ
ど
、
錬

成
会
な
ど
で
色
々
直
し
て
も
ら
っ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
も
ら
い
、
良
い
作
品
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
年
生
に
は
守
山
市
長
賞
、
三
年
生
に
は
芸
術 

 

文
化
祭
奨
励
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
大
き
な
賞
を
い
た
だ
い
て
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。 

 

今
年
は
受
験
の
た
め
、
少
し
し
か
練
習
で
き
な
い
と
思

う
け
れ
ど
、
今
ま
で
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
生
か
し
て

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

  

「
わ
た
し
と
習
字
」 能

登
川
教
室 

中
三
年 

宝
田
珠
菜 

 

私
は
、
小
学
三
年
生
か
ら
幼
な
じ
み
の
子
と
習
字
を
習

い
は
じ
め
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
お
母
さ
ん
に
「
字
が
キ

レ
イ
だ
と
将
来
役
に
立
つ
よ
。
」
と
言
わ
れ
て
習
お
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
教
室
で
習
っ
て
お
ら
れ

た
高
校
生
の
字
を
見
る
と
、
す
ご
く
上
手
に
書
か
れ
て
い

て
私
も
あ
れ
く
ら
い
書
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
強
く
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
幼
な
じ
み
に
負
け
た
く
な
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
と
き
ど
き
練
習
し

て
い
ま
し
た
。 

 

習
字
を
し
て
い
る
時
、
す
ご
く
集
中
し
て
書
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
書
い
て
い
る
と
ど
ん
な
に
辛
い

こ
と
が
あ
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
ま
し
た
。
時
に
は
、
集
中
し

す
ぎ
て
気
付
け
ば
肩
の
筋
肉
が
固
ま
っ
て
い
た
り
、
足
が

し
び
れ
て
い
た
り
も
し
ま
し
た
。
私
は
も
と
も
と
猫
背
で

姿
勢
が
悪
い
の
で
す
が
、
習
字
を
し
て
い
る
時
は
自
然
と

背
筋
が
ピ
シ
っ
と
伸
び
、
正
座
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
ぜ
か
と
思
い
考
え
て
み
る
と
、
習
字
の
先
生
の
指
導
の

お
か
げ
だ
か
ら
で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
、
文
字
だ
け
で
は

な
く
姿
勢
や
筆
の
持
ち
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
、
将
来
に
絶
対
生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

習
字
は
私
に
、
色
ん
な
も
の
を
与
え
て
く
れ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
習
字
と
関
わ
っ
て

い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 
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生
徒
部
八
段
位
と
は
？ 

日
本
習
字
生
徒
部
の
最
高
位
で
す
。
合
格
す
る
と
「
特

待
生
」
と
し
て
、
成
人
対
象
の
手
本
で
学
習
出
来
ま
す
。

合
格
さ
れ
た
多
く
の
方
が
特
待
生
と
し
て
学
習
を
続
け

て
い
ま
す
。 

試
験
内
容
は
、
①
実
技
試
験
②
理
論
試
験
③
作
文
（
題

は
『
わ
た
し
と
習
字
』
） 

  

◆ 

県
展
入
選
者 

 

井
狩
遊
雪
、
山
田
翠
陽
、
山
田
真
耶 

                        

   

●
「
色
紙
作
品
」 

 

講
師 

古
川
圭
翠
先
生 

（
十
一
月
六
日
開
催
） 

 

今
回
の
教
養
講
座
は
「
色
紙
作
品
に
つ
い
て
」
開
か
れ

ま
し
た
。
ま
ず
、
色
紙
の
歴
史
・
大
き
さ
・
天
地
の
見
分
け

方
・
紙
質
の
違
い
・
落
款
印
の
種
類
と
押
し
方
・
色
紙
作

品
の
書
き
方
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
言
葉
を
選
ん
で
辞
書
で
引
き
、

半
紙
に
草
稿
を
作
り
、
十
分
練
習
し
た
上
で
色
紙
に
清
書

す
る
と
い
う
流
れ
で
し
た
。 

今
回
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
少
人
数
で
し
た
が
、
途

中
色
々
と
お
話
が
弾
み
、
と
て
も
楽
し
く
勉
強
に
な
る
時

間
で
し
た
。
」
と
い
う
ご
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。 

                     

 

●
「
中
国
書
道
史
後
半
」 

講
師 

井
狩
遊
雪
先
生 

 

十
月
に
開
か
れ
ま
し
た
中
国
書
道
史
前
半
の
講
座
に
ひ

き
続
き
、
十
二
月
四
日
に
後
半
の
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

後
半
で
も
井
狩
先
生
が
作
成
さ
れ
た
年
表
と
、
中
国
書

道
史
年
表
で
時
代
背
景
を
理
解
し
た
上
で
、
臨
書
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
主
に
初
唐
の
三
大
家
（
欧
陽
詢
、
虞
世
南
、

褚
遂
良
）
の
代
表
作
の
臨
書
を
し
、
添
削
し
て
頂
き
ま
し

た
。
当
日
は
急
に
出
席
で
き
な
い
方
が
増
え
て
、
参
加
さ

れ
た
人
数
は
少
な
く
な
り
な
し
た
が
、
先
生
に
し
っ
か
り

と
指
導
を
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

                          

   

二
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
守
山
市
に
あ
る
温
泉
施

設
、「
天
然
温
泉
ほ
た
る
の
湯
」
で
、
滉
陽
会
員
の
作
品
を
展

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

施
設
内
の
休
憩
処
と
メ
イ
ン
通
路
の
壁
面
に
、
守
山
市
近

辺
に
お
住
ま
い
の
滉
陽
会
員
の
方
の
作
品
十
四
点
を
展
示

い
た
し
ま
し
た
。 

と
て
も
多
く
の
方
に
観
て 

い
た
だ
け
た
よ
う
で
、
作
品 

と
共
に
、
書
道
研
究
滉
陽
会 

の
名
を
多
く
の
方
に
知
っ
て 

い
た
だ
け
る
良
い
機
会
に
な 

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

温
泉
施
設
で
作
品
展

示 
昨
年
の
教
養
講
座 

 

↑条幅の創作講座 

↓中国書道史講座 

●
「
条
幅
の
創
作
」 

 
 
 
 
 

講
師 

 

中
川
翠
玲
先
生 

（
十
一
月
二
十
七
日
開
催
） 

今
回
の
教
養
講
座
は
中
川
先
生
に
条
幅
の
創
作
に
つ
い
て
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。
創
作
を
す
る
に
あ
た
り
何
を
表
現
し
た
い
か
を
ま

ず
考
え
る
の
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

題
材
は
「
筆
花
開
處
墨
華
濃
」
で
、
半
切
一
行
に
創
作
し
ま
し
た
。

最
初
は
辞
書
で
、
行
書
と
草
書
を
一
文
字
ず
つ
選
び
ま
し
た
。 

次
に
文
字
の
造
形
に
つ
い
て
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。 

①
行
書
で
文
字
の
大
小
、
細
太
、
連
綿
線
（
筆
と
花 

、
開
と
處 

、

墨
と
華
） 

②
行
書
と
草
書
を
組
み
合
わ
せ
て
文
字
の
細
太 

③
草
書
で
文
字
の
大
小
（
花 

、
濃
を
大
き
く
）
、
連
綿
線
（
開
、
處
） 

④
行
書
と
草
書
を
組
み
合
わ
せ
て
最
初
の
三
文
字
（
筆 

、
花
、
開
）

と
最
後
の
四
文
字
（
處
、
墨
、
華
、
濃
）
に
連
綿
線 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
作
品
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。 

創
作
す
る
と
き
に
細
い
線
を
入
れ
る
と
作
品
が
華
や
か
に
な
る

と
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。 

三
時
間
の
内
容
の
濃
い
、
今
後
作
品
を
創
作
す
る
に
あ
た
り
大
変

勉
強
に
な
っ
た
講
座
で
し
た
。 
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月 日 曜日 定期講座 教養講座 滉陽展関連 その他

4 2 日 調和体

8 土 まほろば③

9 日 ①隷書

16 日 古筆

23 日 奏楽展錬成会

28～30 金～日 シルバー展

30 日 実行委員会

5 4 木（祝） 奏楽展準備

5～7 金～日 奏楽展

7 日 奏楽展片づけ

14 日 ②墨彩画

21 日 古典

28 日 玄心滋賀講習会

6 4～6 日～火 読売錬成会

10 土 まほろば④

11 日 ③刻字

18 日 調和体

24 土 臨書添削会①

25 日 古筆

7 8 土 まほろば⑤

14 金 出品票提出

15 土 臨書添削会②

16 日 古典

8 5 土 臨書添削会③

中高生錬成会（八幡）

6 日 調和体

9 水 中高生錬成会（守山）

11 金（祝） 滉陽展錬成会

12 土 中高生錬成会（八幡）

19 土 中高生錬成会（守山）

20 日 作品提出（高校生・成人）

葉書回収

27 日 作品提出＆審査（生徒部）

9 3 日 古筆

10～12 日～火 日展錬成会

16 土 ④和綴じ

17 日 古典

18 月（祝） 実行委員会

生徒作品貼り付け

21 木 滉陽展準備

22～24 金～日 滉陽展

24 日 滉陽展片づけ

10 1 日 調和体

8 日 ⑤細字 清算〆切

14 土 まほろば⑥

15 日 古筆

29 日 ⑥墨彩画

11 5 日 ⑦篆書

11～13 土～月 神戸講習会

12 日 ⑧書道史1

19 日 古典

26 日 ⑨裏打ち

12 3 日 ⑩書道史2

8～10 金～日 飛燕展

10 日 調和体

17 日 古筆

【　平成29年度　年間行事予定　】
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特
別
講
座
「
刻
字
」
の
披
岸
先
生
の
刻
字
作
品 

→ 

  

五
月
一
日
（
月
）
か
ら
七
日
（
日
）
ま
で
、 

守
山
駅
前
総
合
案
内
所
で
刻
字
作
品
展
を 

開
催
さ
れ
ま
す
。
先
生
の
作
品
に
触
れ
る 

絶
好
の
機
会
で
す
の
で
、
近
く
に
お
越
し 

の
際
は
是
非
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

【
古
典
講
座
】 

 
 
 
 
 

 
 

八
幡
教
室 

土
田
純
香 

十
一
月
二
十
日
、
古
典
講
座
を
受
講
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
池
田
先
生
が
喪
乱
帖
を
臨
書
さ
れ
た
数
枚
の
作
品

を
拝
見
し
ま
し
た
。
全
紙
サ
イ
ズ
に
拡
大
し
て
書
く
の
が
大
変

だ
っ
た
と
い
う
お
話
で
し
た
。 

そ
の
後
、
一
年
間
勉
強
し
て
き
た
集
字
聖
教
序
を
半
切
サ
イ

ズ
の
作
品
に
仕
上
げ
る
た
め
に
、
何
度
か
添
削
を
し
て
頂
き
、

少
し
焦
り
な
が
ら
も
集
中
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。 

な
ん
と
か
仕
上
げ
た
中
で
一
番
の
作
品
を
選
ん
で
頂
い
た

後
は
疲
れ
も
感
じ
ま
し
た
が
、
一
月
に
開
催
さ
れ
る
講
座
発
表

会
を
楽
し
み
に
今
年
度
の
最
後
の
講
座
が
終
了
し
ま
し
た
。 

 

定
期
講
座 

（
平
成
二
十
八
年
） 

　　　　　　　　　　教　養　講　座　の　ご　案　内

　　　平成29年度の教養講座は、下記の日程で行います。皆様の更なる研鑽の場となりますよう、滉陽会員の方はもちろん

　　　教室会員の方にも、ふるってご参加頂きたくご案内申しあげます。皆様のご参加、お待ち申しあげております。

◆時間……１０：００～１３：００ 　◆申し込み……教室会員→各講座開催日の２週間前までに各教室の先生まで

　　　　（但し③は10:00～16:00） 　　　　　　　　……滉陽会員→各講座開催日の１週間前までに井上照華まで

◆場所……守山駅前教室 　◆問合せ  …… 富田蒼月まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　

◆人数……各講座２０名（申込先着順）

講座番号 開催日
講座名

（講師の先生）
講座内容 持ち物等

① 4月9日（日）
隷書

（山本華泉）
隷書(れいしょ)の基礎知識全般
隷書の書き方を学ぶ

筆記用具・書道用具一式

② 5月14日（日）
墨彩画

（久田萠玉）
半紙又は色紙サイズで墨彩画に書を添えた作品 筆記用具・書道用具一式・あれば顔彩

③ 6月11日（日）
特別講座　刻字

（外部講師　披岸徹夫）

刻字の先生をお招きしての講座です
講座内容等は後日別紙にてご案内させていただきます
この講座のみ申し込み締め切りは１か月前です

後日別紙にて案内いたしますが……
掘りたい文字を書いた書・印影・新聞紙・滑り止め
シート・あれば彫刻刀

④ 9月16日（土）
和綴じ

（古川圭翠）
和綴じの実演
全臨作品をご指導の元、綴じる

臨書作品・使用した半紙数枚・表紙の和紙や厚紙
など・めうち・長めの定規・へら・綴じ針・綴じ糸(刺繍
糸など)・大きなクリップ2個

⑤ 10月8日（日）
細字

（下村荘香）
お手本(智永の細字)を使い細字の書き方を学ぶ
日常に使える細字を学ぶ

筆記用具・書道用具一式

⑥ 10月29日（日）
墨彩画

（久田萠玉）
半紙又は色紙サイズで墨彩画に書を添えた作品 筆記用具・書道用具一式・あれば顔彩

⑦ 11月5日（日）
篆書

（山本華泉）
篆書(てんしょ)の基礎知識全般
篆書の書き方を学ぶ

筆記用具・書道用具一式

⑧ 11月12日（日）
書道史１

（井狩遊雪）

中国書道史前半
書道史順をおいながら学ぶ
漢字の誕生の変遷を半紙に書きながら学ぶ

筆記用具・書道用具一式

⑨ 11月26日（日）
裏打ち

（久田萠玉）
裏打ちの実演・実践

霧吹き・新聞紙（２日分位）・フエキのり・タオル・のり
を溶く容器・作品サイズより上下左右20cm位大きい
白木の板、又は表面に白木の貼ってあるベニヤ板
（こたつの板でもOK）・障子紙（出来るだけパルプ
100％に近い物）

⑩ 12月3日（日）
書道史2

（井狩遊雪）

中国書道史後半
書道史順をおいながら学ぶ
漢字の誕生の変遷を半紙に書きながら学ぶ

筆記用具・書道用具一式
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【
ま
ほ
ろ
ば
講
座 

平
成
二
十
八
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
】 

 

昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ま
ほ
ろ
ば
講
座
」
。
一
年
間

の
講
座
を
終
え
て
の
受
講
者
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
楷
書
・
行
書
・
草
書
そ
れ
ぞ
れ
の
臨
書
や
、
か
な
・
条

幅
・
調
和
体
な
ど
今
ま
で
し
た
事
が
な
い
事
も
、
幅
広
く

教
え
て
頂
け
て
、
色
々
な
事
に
触
れ
る
事
が
で
き
て
、
楽

し
か
っ
た
。
」
「
書
の
概
要
を
勉
強
す
る
の
に
、
丁
度
良
か

っ
た
。
」
「
資
料
等
を
準
備
し
て
い
た
だ
き
懇
切
に
、
説
明

い
た
だ
き
勉
強
に
な
っ
た
。
」
等
の
意
見
が
出
た
一
方
で
、

学
ぶ
範
囲
が
広
い
の
で
、
各
テ
ー
マ
に
対
し
て
も
っ
と
時

間
が
欲
し
か
っ
た
と
の
意
見
も
。
ま
た
、
平
日
の
開
催
を

希
望
す
る
声
や
、
一
年
で
な
く
長
年
の
講
座
に
し
て
欲
し

い
と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

                      

                                      

 

教
室
紹
介 

講
師
：
井
狩
遊
雪
先
生 

月
曜
日
の
守
山
教
室
の
講
師
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
ま
す
井
狩
と
申
し
ま
す
。 

夕
方
三
時
か
ら
六
時
、
七
時
か
ら
九
時
の
お
稽

古
で
す
。
三
時
か
ら
は
主
に
幼
児
か
ら
小
学
生
、

親
子
で
お
見
え
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
七
時
か
ら

は
小
学
高
学
年
か
ら
中
学
生
高
校
生
、
ま
た
成
人

の
方
々
が
お
稽
古
に
来
て
下
さ
っ
て
ま
す
。 

駅
前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
周
辺
の
い
ろ
ん
な

エ
リ
ア
か
ら
き
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
夜
の
部
は
長

年
書
道
が
好
き
で
通
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
皆

熱
心
で
上
手
で
静
か
な
中
で
皆
集
中
し
て
お
稽
古

に
励
ん
で
い
て
く
れ
て
ま
す
。
身
近
に
素
晴
ら
し

い
先
輩
が
居
る
こ
と
で
、
継
続
は
力
な
り
で
先
輩

に
続
け
と
お
稽
古
に
励
ん
で
く
れ
た
ら
な
ぁ
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。 

第
二
回 

奏
楽
展 

 

去
年
に
引
き
続
き
、
大
型
作
品
に
挑
戦
し
ま
す
。
滉
陽
会
員
が
新

し
い
観
点
か
ら
表
現
の
幅
を
広
げ
、
技
術
の
上
達
を
目
指
し
、
三×

八
尺
、
四×

八
尺
、
四
．
八×

八
尺
等
の
作
品
に
取
り
組
み
ま
す
。

是
非
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。 

 ■
場
所
：
守
山
市
民
ホ
ー
ル 

展
示
室 

〒5
2

4
-0

0
5
1
 

滋
賀
県
守
山
市
三
宅
町
一
二
五 

 

（
近
江
鉄
道
バ
ス
：
守
山
駅
西
口
の
り
ば 

よ
り 

「
杉
江
循
環
線
」
も
し
く
は
「
守
山
市
民
ホ
ー
ル
行
」
に
乗
車
、 

「
守
山
市
民
ホ
ー
ル
前
」
下
車
） 

■
開
催
日
時
： 

五
月
五
日
（
金
・
祝
）
・
六
日
（
土
）
九
時
半
～
十
七
時 

五
月
七
日
（
日
）
は
九
時
半
～
十
六
時 

 

第
三
十
八
回 

滉
陽
書
道
展 

  

今
年
の
会
場
は
、
従
来
の
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
の
休
館
に
伴
い
、
「
大
津
市
歴
史
博
物
館
・

企
画
展
示
室
Ａ
」
に
移
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
会
期
は
九
月
二
十
二
日
（
金
）
～
二
十
四
日
（
日
）
の
三
日
間
と
な
り
ま
す
。 

 

会
場
の
変
更
に
伴
い
、
屏
風
の
展
示
が
難
し
い
事
か
ら
、
額
装
・
軸
装
の
作
品
が
主
体
と
な
り

ま
す
が
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
「
一
字
書
」
「
全
臨
」
は
引
き
続
き
取
り
組
む
予
定
で
す
。 

 

作
品
づ
く
り
は
、
例
年
通
り
臨
書
添
削
会
や
中
高
生
練
成
会
、
成
人
錬
成
会
な
ど
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
詳
細
は
四
月
三
十
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
実
行
委
員
会
に
お
い
て
決
ま

り
ま
す
の
で
、
今
か
ら
作
品
の
構
想
を
練
り
、
力
一
杯
の
作
品
を
発
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今後の展示会の予定 

【 

編
集
後
記 

】 

今
年
最
初
の
機
関
紙
で
す
。 

今
年
の
滉
陽
会
は
、
新
し
い
会

長
の
下
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

滉
陽
書
道
展
の
会
場
が
変
わ

り
、
教
養
講
座
に
は
特
別
講
座

「
刻
字
」
が
加
わ
り
ま
す
。
機

関
紙
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。 

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

今
年
度
の
広
報
メ
ン
バ
ー 

改
発
蒼
風 

伊
部
芳
翠 

 

井
狩
遊
雪 

野
口
虹
翠 

 

河
野
翠
風 

織
田
蒼
雪 

 

土
田
純
香 


